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南極露岩域における氷上からの海底
・湖底堆積物掘削

香月 興太 (博士：理学)

南極といえば氷に覆われた白い大地を想像する人が多いのではないだろうか．もちろ

んその想像は間違いではないが，広大な南極大陸には様々な環境があり，例外も数多い．

南極大陸の２％強は露岩域と呼ばれる地域で，氷床に覆われることなく基盤岩が露出し

ている（図１）．一見すると死の大地に見えかねない露岩域は，南極では数少ない生命の

営みが見られる地域であり，特に水中では様々な生き物たちが特殊な生態系を保持して

いる．生物学的に重要な露岩域の湖沼群は，地質学的にも重要な位置を占めており，露

岩域の湖沼の成り立ちと環境変動は，大陸地殻の粘弾性とその変動を解き明かすための

鍵となると考えられている．昨今温暖化の影響が取りざたされているが，温暖化により南

極の氷床が後退した際，南極大陸はどう変化し，全世界にどのような影響を与えるのか？

それを明らかにするため，58-59次南極観測隊では，合同湖沼地形調査チームをつくり，

露岩域における氷結水域の堆積物調査を行った．今回の調査では，新たに開発した機械

動力の押し込み式コアラーを南極調査に導入し（図２），氷河性シルトや海成堆積物の採

取による湖沼の環境史解明を目指した．今回の講演では，南極における調査の様子や，

南極独特の環境・生態系の紹介を行う．
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図１：東南極露岩域
スカルブスネス 図２．結氷した湖沼上から採取した湖底堆積物．

スカーレン大池．
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